


























This is a possible solution to w
hat a w
orld poetry m
ight be, a w
ay of w
riting poetry that is essentially translatable. (H
egel 
believed that all poetry could be translated w




ords but “poetic ideas.”)
2
（）
（ 「北島の詩の成功は」世界詩歌がどうあるべきかに対する一つの解決策になるかもしれない。つまり、本質的に翻訳可能な詩を書くことである。 （ヘーゲルは詩の本当の媒介は言葉ではなく「詩想」であるとして、すべての詩は失うものなく翻訳可能だ 信じていた。 ） ）
オーウェンは同じ書評の中でまた、北島の詩におけるある美しいイメージについて、次のように述べている。
The im
age in itself w
ould probably have beauty in alm
ost any language. M
cD
ougall, how
ever, has translated this w
orld poetry 
of fungible im
ages into true English poetry, w
hich does indeed rely heavily on w
ord patterns, on a particular vocabulary, and 
on m
usical effects (not to m

























































































































































































ber 19, 1990), p.31. 日本語訳は筆者によるものである。
３	 Ibid., p.32. 日本語訳は筆者によるものであり、 「
 」内の文言は筆者が文脈に従って追加した。



















６	 芒克著、是永駿訳『芒克（マンク）詩選』 （書肆山田、１９９０年１０月） 、二〇四～二〇五頁。
